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教育目標 

やさしい子 

進んで学ぶ子 

元気な子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道では初霜、初雪の便りを聞く時期となりました。しかし、本州では“紅葉”の時期にも関わらず、気温は

２５℃以上の夏日が続き、木々が未だに青々と茂っている状況とのこと。私たちが住む地球環境が確実に変化して

いることに気づき、何かしらの手立てを講じなくては・・・そして、この先の地球が子どもたちにとっても住み心

地のいい環境であってほしいと願うばかりです。 

 さて、今月は後期始業式を行い、前期の反省点を踏まえて、より高みを目指

して成長やチャレンジを促す話を、児童生徒たちの前で行いました。ちなみ

に、本校における前期の反省点は「言葉遣い」です。「駒里スタンダード（学

習規律）」にも記載してありますが、授業中の「です」「ます」をきちんと使え

る児童生徒に育てていくことを基本としています。と同時に、日常生活におけ

る「言葉遣い」についても「思いやり」「想像力」を働かせ、自分の周囲の人

（児童生徒、教職員、保護者・地域の方々）が気持ちよく過ごすことのできる

学校でありたいと私は願っています。このことから、後期も「言葉遣い」を考

え、３つの“あ”の「あんぜん」を大切に過ごしていってほしいと伝えました。 

 このことを実行するためには、まずは「心（気持ち）」が変わることと考え、上記のような掲示物を用いて、児

童生徒に話をしました。“ゴジラ松井”の愛称で有名な野球選手の松井秀喜氏の出身高校であります、石川県星稜

高校野球部の山下監督が選手たちに伝え続けてきた言葉であり、この高校から多くのプロ野球選手は育っていま

す。元来、この言葉はアメリカの心理学者であるウイリアム・ジェームスが考えたとされますが、元サッカー選手

の中村俊輔氏や、元プロ野球で選手・監督として活躍されました野村克也氏など、多くのスポーツ選手・監督らが

使っている言葉として、有名なものの１つです。児童生徒には「やる気になったとき心（気持ち）が変わり、

決意した人は行動も変わる。そしてそれは習慣となり、その人の運命（人生）をも変えることがで

きる。」と伝えました。まずは「心」であり、その「心」＝「考え方」を変えることから物事が始まること、行動

を起こさない限りは何事も変わらず、人生も変わらないものであると、私は考えます。 

いつの時代になっても「心」のもち方は大事であり、改めて、私自身も学び続け、自ら成長できるよう“変化”

し続けることの大切さを感じさせるものとなりました。これからも失敗を恐れず、新しいことにも積極的にチャレ

ンジできる、そんな児童生徒を育んでいきたいと思います。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《1１月活動予定》SC：スクールカウンセラー来校日 

日 曜 活動予定 給 

1 金 バク朝会 Q-U検査② SC 〇 

2 土    

3 日 文化の日   

4 月 振替休業日  

5 火 小 5～中）人権教室  児童会③ 〇 

6 水 児生協  6 時間授業 〇 

7 木 中 12）学力テスト･中 3）総合Ｃ  〇 

8 金 研修日⑫（小：全校研）5 時間授業 〇 

9 土    

10 日    

11 月 
小）クラブ活動②  生徒会④ 

中 12）教育相談～15 日 

中 3）教育相談① 
〇 

12 火 小 56)調理実習②  中 3）教育相談② △    

13 水  〇 

14 木 4 時間授業 〇 

15 金  〇 

16 土    

17 日    

18 月 児童会④ 〇 

19 火  〇 

20 水 中 12）第三回定期テスト 〇 

21 木 中 3）三者懇① 〇 

22 金 中 3）三者懇② 市 P連合同会議 〇 

23 土 勤労感謝の日  

24 日    

25 月 小）クラブ活動③ 〇 

26 火 中部会（推薦検討委）  〇 

27 水 参観日 小～中 2）二者懇① SC 〇 

28 木 小～中 2）二者懇② 〇 

29 金 小～中 2）二者懇③ 〇 

30 土    

    

 

 

前期最終日に毎年恒例のPTA親子レクを開催いた

しました。今年は快晴となり、予定通りパークゴルフ

を行い、大いに盛り上がりました。多くの皆様にご参

加いただき、ありがとうございました。 

 

 

１０月１６日(水)に環境整備を行いました。小学生

は花壇をきれいにして、中学生はパークゴルフ場の片

付けを行いました。児童生徒全員が一生懸命に活動し

片付けをする姿は立派でした。 

 

１０月２３日(水)の３時間目に機械室から出火と

いう火災を想定した避難訓練を実施しました。ハン

カチで鼻と口を覆いながら、教室から体育館に避難

をしました。体育館で、消防署の方より今回の避難訓

練について「全員が迅速に避難していて良かった」と

の総評をもらいました。地震を含めて火災が起きた

際には冷静に行動できるよう、今後も災害対策にお

ける意識の向上を図っていきます。 

 

今年も地域の方からかぼちゃをいただきました。

どの子も手際よくカボチャをくり抜いて顔をつくり

ました。さまざまなお化けかぼちゃの顔が勢ぞろい

し、玄関前が賑やかになりました。 



 


